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茅ヶ崎市における人事行政運営等の状況について 

 

 本市では、平成２５年１月に策定した茅ヶ崎市職員の人材育成基本方針（改訂版）に基づき、

市民サービスの向上を目指し、職員の育成を図っています。こうした職員の給与や勤務時間の状

況等について、市民のみなさまに広く知っていただくことを目的として、茅ヶ崎市人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例に基づき公表します。 

 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 
 

(1) 職員の総数 
       一般職の職員の条例上の定数と現在の職員数（定数の範囲内で職員を置いています。） 

（各年４月１日現在、単位：人） 

区 分 平成２９年 平成２８年 増 減 

職 員 定 数 ２，２０３ ２，１３６ ６７ 

職 員 数 

総  数 
２，１９１ 

（１０２） 

２，１２８ 

（１１６） 

６３ 

（－１４） 

うち女性職員数 
１，０１１ 

（２２） 

９５３ 

（２６） 

５８ 

（－４） 

(注） １ 一般職の職員には、一般行政職、技能労務職、医療職があります。 

２ （ ）内は、再任用短時間勤務職員の職員数で、外数としており、職員定数には

含みません。 

 

(2) 部門別職員数の状況と主な増減理由 
         (各年４月１日現在、単位：人) 

区 分 

職員数 対前年

増減数 主 な 増 減 理 由 平成２９年 平成２８年 

 

 

 

一般 

行政 

部門 

 

 

 

議会 １３ １２ １ 育休任期付職員採用 

総務 ３１１ ３１０ １ 防災対策関連業務 

税務 ７３ ７６ －３ 退職不補充 

民生 ２５２ ２２２ ３０ 待機児童対策 

衛生 ２１０ ２０６ ４ 保健所設置 

労働 ４ ５ －１ 退職不補充 

農水 １８ １７ １ 育休任期付職員採用 
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一般 

行政 

部門 

商工 １８ １５ ３ 道の駅整備対応 

土木 １６５ １６１ ４ 育休任期付職員採用 

小計 １，０６４ １，０２４ ４０  

特別 

行政 

部門 

教育 

一般 
２１２ ２１３ －１ 事務体制の効率化 

消防 ２５４ ２４８ ６ 救急隊増隊 

小計 ４６６ ４６１ ５  

公営企

業等会 

計部門 

病院 ５５３ ５３４ １９ 放射線診断科、放射線診療科新設 

下水道 ３３ ３３ ０  

その他 ７５ ７６ －１ 育休復帰に伴う任期付職員減 

小計 ６６１ ６４３ １８  

合計 ２，１９１ ２，１２８ ６３  

病院・消防を除

いた職員数計 
１，３８４ １，３４６ ３８  

（注） 職員数は、平成２９年地方公共団体定員管理調査に基づくものです。 

 

(3) 年齢別職員数の状況 
ア 年齢別職員数の状況 

 
 

イ 全職員の平均年齢            （各年４月１日現在） 

区 分 平成２９年 平成２８年 

平均年齢 ４０歳２月 ４０歳２月 

6人

469人

688人

535人
449人

43人
1人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

700人

800人

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

平成29年4月1日現在



 

3 

(4) 県内各市職員数状況（人口１,０００人あたりの職員数が少ない上位７市） 
（平成２８年４月１日現在、単位：人） 

順位 団 体 名 人  口 職 員 数 
人口１,０００人 

あたりの職員数 

１ 大和市 ２３４，６２７ １，００４ ４．２８ 

２ 座間市 １２９，７０１ ５７１ ４．４０ 

３ 海老名市 １３０，６２７ ５９８ ４．５８ 

４ 秦野市 １６３，５８２ ７６６ ４．６８ 

５ 伊勢原市 ９９，８９４ ５０４ ５．０５ 

６ 藤沢市 ４２６，０２４ ２，１６８ ５．０９ 

７ 茅ヶ崎市 ２４１，２６４ １，２３７ ５．１３ 

県内１６市平均 ５．２７ 

（注） １ 職員数は、消防、公営企業等会計従事者を除いた数で比較しています。 

２ 「平成２８年地方公共団体定員管理調査」より算出しています。 

３ 横浜市、川崎市及び相模原市を除いて比較しています。 
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(5) 採用者の状況 
ア 職種別・採用方法別職員数                    （単位：人） 

区 分 
平成２８年度 平成２７年度 

試験採用 選考採用 計 試験採用 選考採用 計 

一般行政職 
９２ 

（６３） 

６９ 

（１３） 

１６１ 

（７６） 

９６ 

（５８） 

６５ 

（１６） 

１６１ 

（７４） 

技能労務職 
１３ 

（６） 

５９ 

（８） 

７２ 

（１４） 

１１ 

（７） 

６５ 

（１１） 

７６ 

（１８） 

医 療 職 
３９ 

（３６） 

２８ 

（１５） 

６７ 

（５１） 

４８ 

（４２） 

２７ 

（１５） 

７５ 

（５７） 

消 防 職 
９ 

（０） 

５ 

（０） 

１４ 

（０） 

７ 

（０） 

４ 

（０） 

１１ 

（０） 

計 
１５３ 

（１０５） 

１６１ 

（３６） 

３１４ 

（１４１） 

１６２ 

（１０７） 

１６１ 

（４２） 

３２３ 

（１４９） 

（注）１ 職員数は各年度に採用した人数を記載しています。 

２ （ ）内は、女性の採用者数であり、内数です。 

３ 選考採用には、再任用職員を含みます。 

  イ 採用試験の実施状況                （平成２８年度、単位：人） 

区 分 受 験 者 
１次試験 

合 格 者 

２次試験 

合 格 者 
最終合格者 倍 率 

一般行政職 
１，３６０ 

（６３７） 

３３８ 

（２２７） 

１４４ 

（９８） 

１０７ 

（７９） 
１２．７倍 

技能労務職 
７２ 

（２７） 

２９ 

（２６） 

１１ 

（５） 

９ 

（６） 
８倍 

医 療 職      

 医療技師 
３８ 

（８） 

１４ 

（２） 

３ 

（０） 

４ 

（１） 
９．５倍 

 看護師・助産師 
６０ 

（５８） 

４９ 

（４６） 
 

４９ 

（４６） 
１．２倍 

消 防 職 
９３ 

（５） 

８０ 

（５） 

４９ 

（３） 

１９ 

（３） 
４．９倍 

計 
１，６２３ 

（７３５） 

５１０ 

（３０６） 

２０７ 

（１０６） 

１８８ 

（１３５） 
 

（注） １ 人数は平成２８年度に実施した採用試験の人数を記載しています。 

２ （ ）内は、女性の受験者数・合格者数であり、内数です。 

３ 採用試験を複数回実施したものは、合計の数で倍率を計算しています。 

４ 医療技師は職種によっては、１次試験で合格者を選出しています。 
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(6) 退職者の状況 
退職には、以下の事由の退職があります。   

定年退職：定年（原則６０歳。ただし、医師は６５歳）により退職する場合  

自己都合退職：本人の都合により退職する場合 

その他：死亡による退職、任期の満了による退職又は他の行政機関等への転出 

【事由別退職者の数】                               （平成２８年度、単位：人） 

区 分 定  年 自己都合 そ の 他 計 

一般行政職 
３５ 

（２２） 

２１ 

（１５） 

１６ 

（１１） 

７２ 

（４８） 

 うち管理職 
２６ 

（１３） 

０ 

（１） 

３ 

（２） 

２９ 

（１６） 

技能労務職 
１０ 

（１２） 

１ 

（１） 

４ 

（１） 

１５ 

（１４） 

 うち管理職     

医療職 
６ 

（４） 

４３ 

（４７） 

１ 

（８） 

５０ 

（５９） 

 うち管理職 
４ 

（３） 

２０ 

（１２） 

０ 

（５） 

２４ 

（２０） 

消防職 
５ 

（３） 

４ 

（０） 

０ 

（０） 

９ 

（３） 

 うち管理職 
５ 

（３） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

５ 

（３） 

計 
５６ 

（４１） 

６９ 

（６３） 

２１ 

（２０） 

１４６ 

（１２４） 

 うち管理職 
３５ 

（１９） 

２０ 

（１３） 

３ 

（７） 

５８ 

（３９） 

（注） （   ）内は、平成２７年度の状況です。 

 

(7)  再任用の状況 
再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を任用する制度です。 

なお、再任用職員には、定年前の職員と同様に勤務する常時勤務職員と、それよりも短時

間勤務する短時間勤務職員があります。 

（各年４月１日現在、単位：人） 

区 分 
平成２９年 平成２８年 

常時勤務職員 短時間勤務職員 常時勤務職員 短時間勤務職員 

一般行政職 ２７ ５０ １６ ５６ 

技能労務職 １０ ４１ ８ ５１ 

医 療 職 ２ １１ １ ９ 

計 ３９ １０２ ２５ １１６ 
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(8) 障害者の任用状況 
（各年度６月１日現在） 

区 分 雇用率 

平成２８年度 １．８３％ 

平成２７年度 ２．０６％ 

（注） 法定雇用率は、２.３％です。 

 

 

２ 職員の人事評価の状況 
 

(1) 職員の人事評価制度の概要 
平成１６年３月に茅ヶ崎市職員の人材育成基本方針を策定し「あるべき職員の姿」を定め、

その職員像に近づくための人材育成の取組みの一環として「人事評価制度」を導入しました。 

評価は、臨時職員・非常勤職員を除く全職員を対象に中間評価及び期末評価の年２回実施

し、当該職位に求められる職務遂行能力がどのように発揮されているかを評価する能力・意

欲態度評価と、実際に行うべき業務がどれだけ行われたかを評価する業績評価の２つの評価

を組み合わせて実施しています。 

 

(2) 人事評価結果の活用状況 
平成２８年度より全職員を対象に人事評価結果を勤勉手当及び昇給等へ反映させていま

す。平成２８年度は中間評価（平成２８年４月１日～平成２８年９月３０日）及び期末評価

（平成２８年１０月１日～平成２９年３月３１日）を優秀者の上限を全職員の１０％以内と

して実施しました。 

 

３ 職員の給与の状況 
 

(1) 人件費の状況 
人件費とは、職員に支給される給与のほか、特別職に支給される給料・報酬等、職員が

加入している地方共済組合に事業主として支払う負担金等を合計したものです。 

（普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳 

人口 

歳 出 額 

Ａ 
実 質 収 支 

人 件 費 

Ｂ 

人件費率 

Ｂ/Ａ 

平成２８年度 
人 

241,979(29.1.1) 

千円 

70,602,393 

千円 

2,657,845 

千円 

14,427,243 

％ 

20.4 

平成２７年度 
人 

241,264(28.1.1) 

千円 

72,641,071 

千円 

2,630,335 

千円 

14,011,706 

％ 

19.3 
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(2) 職員給与費の状況 
職員給与費とは、職員に支給する給与の総額をいいます。 

（一般会計予算、単位：千円） 

区 分 

職員

数

(人)

Ａ 

給  与  費 
一人あたり 

給与費 B/A 給 料 職員手当 
期末・勤勉

手当 
計 Ｂ 

平成２９年度 
1,611 

(123) 
5,766,921 2,018,623 2,464,806 10,250,350 6,363 

平成２８年度 
1,591 

(134) 
5,741,699 2,045,669 2,406,268 10,193,636 6,407 

(注）１ 職員手当には、退職手当を含みません。 

２ 給与費は、当初予算に計上された額です。地方共済組合への負担金及び特別職に支給さ
れる給与、報酬等は含みません。 

３ 職員数は、一般会計に属する職員で、（ ）内は再任用職員で内数です。 

 

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 
   （各年度４月１日現在） 

区 分 

行政職給料表(1)適用職員 行政職給料表(2)適用職員 

平均給料

月額(円) 

平均給与

月額(円) 
平均年齢 

平均給料

月額(円) 

平均給与

月額(円) 
平均年齢 

平成２９年度 300,070 427,364 39 歳 2 月 312,257 385,456 47 歳 6 月 

平成２８年度 302,481 428,023 39 歳 1 月 317,275 401,515 48 歳 2 月 

（注） 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時

間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調

査において明らかにされているものです。 
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(4) 職員の初任給の状況                      
（平成２９年４月１日現在、単位：円） 

区  分 
茅ヶ崎市 国(総合職) 

決定初任給 決定初任給 

一般行政職 

大学卒 
186,600 

（185,100） 

178,200 

（176,700） 

高校卒 
155,800 

（154,300） 

146,100 

（144,600） 

技能労務職 25 歳採用の労務職 
188,700 

（187,800） 
 

（注） （ ）内は、平成２８年４月１日現在の状況です。 

 

(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
（平成２９年４月１日現在、単位：円）   

区  分 経験年数１０年 経験年数２０年 経験年数２５年 

一般行政職 大学卒 
261,474 

（265,854） 

367,943 

（367,383） 

388,892 

（384,805） 

技能労務職  
218,150 

（240,183） 

285,500 

（268,567） 

334,150 

（333,700） 

（注） （ ）内は、平成２８年４月１日現在の状況です。 

 

(6) 給料表の種類、級数、額等の概要 
職員の給料については、職務の内容に応じて区分される「給料表」と、職務の複雑さ、困

難さ及び責任の度合いにより区分される「級」と、給料表と級に応じて定められている「号

給」ごとにその額が決められています。  

（平成２９年４月１日現在、単位：百円） 

種 類  １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 

一般行政職 
最高額 2,466 2,926 3,460 3,931 3,988 4,248 4,609 5,079 

最低額 1,416 1,851 2,138 2,611 2,871 3,177 3,618 4,331 

技能労務職 
最高額 2,588 2,950 3,460 3,909 3,967    

最低額 1,355 1,532 1,871 2,611 2,871    
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(7) 一般行政職の級別職員数の状況 
（平成２９年４月１日現在） 

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計 

標準的な 

職務内容 
主事 主事 

副主査 

主任 

担当主査 

主査 

課長補佐 

副主幹 

課長 

主幹 

部長 

参事 
理事  

職員数 

(人) 

76 

(52) 

147 

(82) 

344 

(141) 

109 

(43) 

109 

(19) 

132 

(22) 

22 

(2) 

3 

(0) 

942 

(361) 

構成比 

(%) 
8.1 15.6 36.5 11.6 11.6 14.0 2.3 0.3 100 

１年前の

構成比

（％） 

8.2 16.4 33.2 14.1 12.8 11.8 3.1 0.4 100 

（注）１ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

２ 職員数は、給与実態調査に基づいた全体の数から、医療職、消防職、税務職、技能

労務職等を除いたものです。 

３ （ ）内は、女性の職員数であり、内数です。 

４ 構成比は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで表示しているた

め、合計が１００％にならないことがあります。 

 

(8) 昇給の実施状況 
  昇給には以下のものがあります。 

  ア 査定昇給 

    職員の昇給は、1月 1日に、前年 9月 30日以前１年間におけるその者の勤務成績に応じ

て、行います。この場合において、同日の翌日から昇給を行う日の前日までの間に当該

職員が地方公務員法第 29 条の規定による懲戒処分を受けたことその他これに準ずるも

のとして規則で定める事由に該当したときは、これらの事由を併せて考慮するものとし

ます。 

 

イ その他の昇給 

 それ以外に昇給できる場合としては、次の場合があります。 

・研修に参加し、その成績が特に良好な場合 

・業務成績の向上、能率増進、発明考案等により職務上特に功績があったことにより表彰を

受けた場合 

・職制若しくは定員の改廃又は予算の減少により廃職又は過員を生じたことにより退職する

場合 

・勤務成績が良好である職員が生命をとして職務を遂行し、そのために危篤となり、又は著

しい障害の状態となった場合 
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(9) 高齢層職員の昇給抑制制度の概要 
高齢層職員の昇給抑制制度とは、民間企業等との均衡を図るため、一定年齢以上の職員に

ついて、昇給を抑制する制度です。なお、昇給抑制とは、昇給時の昇給号給数を半分にする

ことです。 

区 分 

昇給抑制年齢 昇給停止年齢 該当職員数（茅ヶ崎市） 

茅ヶ崎市 国 平成２８年度 平成２７年度 

一般行政職 ５６歳以上 ５５歳以上  １６０人  １３９人 

技能労務職 ５６歳以上 ５７歳以上  ５８人  ４９人 

 

(10) 職員手当の状況 
職員は、次の手当が支給されます。 

期末手当・勤勉手当：民間企業のボーナス等に相当する手当 

退職手当：退職したときに支給される一時金 

地域手当：地域における民間の賃金水準を基礎とし、物価等を考慮して職員に支給される手当 

特殊勤務手当：危険、困難、不健康な業務等に従事したときに支給される手当 

時間外勤務手当：正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当 

その他の手当：扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当等 

 

ア 期末手当・勤勉手当の状況              （平成２８年度支給割合） 

区 分 
茅ヶ崎市の支給割合 国の支給割合 

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 

６月期 
1.225 月分 

(0.65 月分) 

0.8 月分 

(0.4 月分) 

2.025 月分 

(1.05 月分) 

1.225 分 

(0.65 月分) 

0.8 月分 

(0.375 月分) 

2.025 月分 

(1.025 月分) 

１２月期 
1.375 月分 

(0.80 月分) 

0.9 月分 

(0.4 月分) 

2.275 月分 

(1.20 月分) 

1.375 月分 

(0.8 月分) 

0.9 月分 

(0.425 月分) 

2.275 月分 

(1.225 月分) 

計 
2.6 月分 

(1.45 月分) 

1.7 月分 

(0.8 月分) 

4.3 月分 

(2.25 月分) 

2.6 月分 

(1.45 月分) 

1.7 月分 

(0.80 月分) 

4.3 月分 

(2.25 月分) 

加算措置

の状況 

職制上の段階、職務の級等による加算措置あり 

役職加算（5～20％） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置

あり 

役職加算（5～20％）、管理職加算（10～25％） 

（注） （ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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イ 退職手当の状況                   （平成２９年４月１日現在） 

区 分 
茅ヶ崎市の支給率 国の支給率 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 

勤続２０年 20.445 月分 
25.55625 

月分 
20.445 月分 

25.55625 

月分 

勤続２５年 29.145 月分 34.5825 月分 29.145 月分 34.5825 月分 

勤続３５年 41.325 月分 49.59 月分 41.325 月分 49.59 月分 

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分 

その他の加算措置 
早期退職特例措置あり 

（２～２０％加算） 

早期退職特例措置あり 

（２～４５％加算） 

退職時特別昇給 平成１７年１月１日廃止 平成１６年５月１日廃止 

１人あたり平均支給額 
２，２３７ 

千円 

２２，０４３ 

千円 
 

（注）退職手当の１人あたり平均支給額は、平成２８年度に退職した全会計に係る職員に支給さ

れた平均額です。 

 

ウ 地域手当の状況                 （平成２８年度一般会計決算） 

支給対象地域 支 給 率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 

茅ヶ崎市全域 １２％ １，４８５人（１４１人） １０．０％ 

支給対象職員１人あたり平均支給年額 ４４０，０７１円 

（注）（ ）内は、再任用職員であり、外数です。 

 

エ 特殊勤務手当の状況               （平成２８年度一般会計決算） 

区     分 全  職  種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 １９．７％ 

支給職員１人あたり平均支給年額 ４２，０５４円 

手当の種類（手当数） １４種類 

代表的な手当の名称 

高所作業手当、福祉業務手当、建築確認等業

務手当、救急医療業務手当、夜間医療業務手

当、救急等業務手当 
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オ 時間外勤務手当の状況                  （各年度一般会計決算） 

平成２８年度 
支給総額 ７０１，０５９千円  

職員１人あたり支給年額 ４８１千円  

平成２７年度 
支給総額 ７９６，９５６千円  

職員１人あたり支給年額 ５８０千円  

 

 

カ その他の手当の状況                （平成２９年４月１日現在） 

区 分 内  容 茅 ヶ 崎 市 国 
茅ヶ崎市の 
支 給 実 績 

茅ヶ崎市の 

支給職員 
１人あたり 

平均支給年額 

扶 養 手 当 

配偶者 14,000 円 6,500 円 

184,551 千円 271 千円 

子  10,000 円 

父母等  6,500 円 

配偶者以外の扶養

親族(親族のうち２

人目まで) 

7,800 円  

配偶者のない職員

の扶養親族のうち

１人目 

11,200 円  

その他の扶養親族 6,500 円  

住 居 手 当 30,700 円を限度 27,000 円を限度 245,467 千円 251 千円 

通 勤 手 当 

交通機関利用者 実 費 55,000 円を限度 

89,210 千円 69 千円 交通用具使用者(片

道 2km 以上) 

2,000 円 

～31,600 円 

2,000 円 

～31,600 円 

管理職手当 
管理職の職務に応

じて支給(定額) 

68,000 円 

～131,000 円 

46,300 円 

～139,300 円 
162,243 千円 960 千円 

管理職員特

別勤務手当 

管理職が臨時又は

緊急の必要等で勤

務した場合に支給 

3,000 円 

～18,000 円 

6,000 円 

～18,000 円 
2,773 千円 20 千円 

（注）茅ヶ崎市の支給実績及び支給職員１人あたり平均支給年額は、平成２８年度一般会計決算

です。 
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(11)  特別職の報酬等の状況 
                          （平成２９年４月１日現在）    

区   分 給 料 月 額 等 

給 

料 

市長 ９３０,０００円 

副市長 ７６３,０００円 

教育長 ６９２,０００円 

報 
 

酬 

議長 ５６０,０００円 

副議長 ４８４,０００円 

常任委員長及び運営委員長 ４５９,０００円 

議員 ４５３,０００円 

期
末
手
当 

 
 
 
 
 

市長 

（平成２８年度支給割合）      

  ６月期 １．７５月分 

 １２月期 １．９０月分 

計 ３．６５月分 

副市長 

（平成２８年度支給割合）      

６月期 １．８０月分        

１２月期 １．９５月分        

計 ３．７５月分        

教育長 

（平成２８年度支給割合）      

６月期 １．８０月分        

１２月期 １．９５月分        

計 ３．７５月分        

議長 

副議長 

常任委員長及び運営委員長 

議員 

（平成２８年度支給割合）      

６月期 ２．１０月分        

１２月期 ２．３０月分        

計 ４．４０月分        

（注）常勤の特別職には給料を、非常勤の特別職には報酬を支給することとされています。 
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(12) ラスパイレス指数の状況 
ラスパイレス指数とは、国家公務員の俸給を１００として見た場合に、地方公共団体の職

員の給与水準を示す指数です。 

茅ヶ崎市職員のラスパイレス指数の推移は、次のとおりです。 

 

＊ ラスパイレス指数の算出方法：茅ヶ崎市職員と国家公務員について、それぞれを学歴別・経

験年数別に区分し、茅ヶ崎市職員の構成が国家公務員と同一であると仮定のうえ、区分ごとに

茅ヶ崎市職員と国家公務員の給料を比較して算出します。 

 

(13) 給与改定の概要 
   市の職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員や他の地方公共団体の職員の給

与、民間企業従業員の給与及び生計費等を総合的に考慮したうえで市の条例で定めていま

す。 

 

(14) 旅費の概要 
公務出張及び赴任に要する費用を旅費として支給しています。 

その支給内容の概要は、次のとおりです。 

区  分 内         容 

鉄道賃・船賃・

航空賃・車賃 

実費を支給します。なお、片道１００km以上の旅行は急行料金、片

道１２０km 以上の旅行は座席指定料金を支給しています。 

日  当 

２,０００円を支給します。ただし、平塚市、藤沢市又は寒川町へ

の出張には支給せず、平塚市、藤沢市及び寒川町を除く神奈川県内

への出張には、１,０００円を支給します。 

宿 泊 料 

宿泊を要する場合は、１泊につき１４,０００円の範囲内で実費を

支給しています。（宿泊料に食事代を含まない場合は、朝食代とし

て１,０００円、夕食代として２,０００円を支給しています。） 

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

茅ヶ崎市 101.6 100.3 101.7 101.7 101.3

99.5

100.0

100.5

101.0

101.5

102.0
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支 度 料 外国への出張には、支度に要する費用を支給しています。 

 

 

４ 職員の勤務時間その他勤務条件の状況 
 

(1) 職員の勤務時間、休憩時間の概要 
（平成２８年４月１日現在） 

   職員の勤務時間は、原則として８時３０分から１７時１５分までのうち１日７時間４５分

と定められています。休憩時間は１時間です。 

8:30                 12:00            13:00                      17:15 

 

 

 

 

(2) 職員の年次有給休暇の概要と取得状況 
   労働基準法及び茅ヶ崎市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の規定により、原則として

１年に２０日の年次有給休暇が与えられます。 

 

 （各年１月１日から１２月３１日） 

平 均 取 得 日 数 

平成２８年 平成２７年 

９．０日 ８．５日 

 

(3) 特別休暇の概要と取得状況  
   年次休暇以外にも、特別な事由に該当する場合は、特別な休暇が認められます。 

種    類 付 与 日 数 
取 得 者 数 

平成２８年度 平成２７年度 

感染症の予防及び感染症の患者に対す

る医療に関する法律の規定による入院

又は交通の制限若しくは遮断 

その都度必要と認める日数又

は時間 － － 

風水震火災その他非常災害による交通

しゃ断 

同上 
－ － 

風水震火災その他の天災地変による職

員の現住居の滅失又は破壊 

同上 
－ － 

交通機関の事故等の不可抗力の事故 同上 － － 

裁判員、証人、鑑定人又は参考人とし

て国会、裁判所その他の官公庁への出

頭 

同上 

－ － 

休憩時間 
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選挙権その他公民としての権利の行使 同上 － － 

生理日の勤務が著しく困難な女子職員

又は生理に有害な業務に従事する女子

職員 

２日を超えない範囲内でその

都度必要と認める日数 １４ １１ 

職員の結婚 ８日を超えない範囲内で必要

と認める日数 
５０ ４９ 

妊娠中の女子職員が母子保健法第１０

条に規定する保健指導又は同法第１３

条に規定する健康診査を受ける場合 

妊娠６月までに４週間に１

回、妊娠７月からは２週間に

１回その都度必要と認める時

間。この場合において、１月

を２８日として計算する。 

１３ １８ 

妊娠中の女子職員の通勤緩和 任命権者が必要と認める場合

において、正規の勤務時間の

始め又は終わりにおいて、１

日につき１時間を超えない範

囲内でそれぞれ必要と認める

時間 

４ ４ 

職員の分べん（出産後） 出産日の翌日から出産日の８

週間目に当たる日までの期間 
５３ ６０ 

職員の分べん 分べん予定日以前８週間目

(多胎妊娠の場合にあっては、

１４週間目)に当たる日から

分べんの日後８週間目に当た

る日までの期間内において必

要と認める日数 

５３ ６０ 

職員の配偶者の分べん 分べんの日から２週間以内に

おいて３日を超えない範囲内

で必要と認める日数 

４０ ４７ 

職員の妻が出産する場合であっ

てその出産予定日の 8 週間 (多

胎妊娠の場合にあっては、14 週

間 )前 の 日 か ら 当 該 出 産 の 日 後

8 週間を経過する日までの期間

にある場合において、当該出産

に係る子又は小学校就学の始期

に 達 す る ま で の 子 (妻 の 子 を 含

む。)を養育する職員が、これら

の子の養育のため勤務しないこ

とが相当であると認められると

当該期間内における 5 日

の範囲内の期間 

 

１０ １６ 
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き。 

職員が生後満１年に達しない子を育て

る場合（男子職員にあっては、その子

の当該職員以外の親が当該職員がこの

項の休暇を使用しようとする日におけ

るこの項の休暇を承認され、又は労働

基準法第６７条の規定により同日にお

ける育児時間を請求した場合） 

１日２回それぞれ３０分若し

くは１日１回６０分又はこれ

らの期間から当該承認又は請

求に係る各回ごとの期間を差

し引いた期間を超えない期間 

２ ５ 

小学校就学の始期に達するまでの子を

養育する職員がその子の看護（負傷し、

又は疾病にかかったその子の世話を行

うことをいう。）のため勤務しないこ

とが相当であると認められる場合 

１年につき５日を超えない範

囲内において必要と認められ

る期間 １３０ １１４ 

要介護者の介護その他の規則で

定める世話を行う職員が、当該

世話を行うため勤務しないこと

が相当であると認められる場合 

1 年につき 5 日 (要介護

者が 2 人以上の場合にあ

っては、 10 日 )を超えな

い範囲内において必要

と認められる期間 

２８ １５ 

配偶者及び１親等の親族の祭日 １日 ２５ ３２ 

職員の親族の死亡 必要と認める期間 ２７９ ２７５ 

職員が骨髄移植のための骨髄液の提供

希望者としてその登録を実施する者に

対して登録の申出を行い、又は骨髄移

植のため配偶者、父母、子及び兄弟姉

妹以外の者に骨髄液を提供する場合

で、当該申出又は提供に伴い必要な検

査、入院等のため勤務しないことがや

むを得ないと認められるとき。 

必要と認められる期間 

０ １ 

職員が夏季（一の年の７月から９月ま

での期間をいう。）における盆等の諸

行事、心身の健康の維持及び増進又は

家庭生活の充実のための場合 

７日を超えない範囲内におい

て必要と認める日数 
２１８８ ２０８１ 

職員が当該年度の前年度において勤務

年数が通算して１０年、１５年、２０

年、２５年又は３０年に達した場合 

※１５年、２５年については２０年度

より追加。 

１０年に達した場合 当該年

度中に２日 
３６ ３０ 

１５年に達した場合 当該年

度中に２日 
１８ １２ 

２０年に達した場合 当該年

度中に３日 
１７ ２１ 
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２５年に達した場合 当該年

度中に３日 
３５ ３２ 

３０年に達した場合 当該年

度中に５日 
１７ ２６ 

職員が自発的に、かつ、報酬を得ない

で規則で定める社会に貢献する活動

（専ら親族に対する支援となる活動を

除く。）を行う場合で、その勤務しな

いことが相当であると認められると

き。 

１年につき５日を超えない範

囲内において必要と認める期

間 
０ ０ 

 

(4) 介護休暇の概要と取得状況 
   職員が要介護状態にある家族を介護するための休暇制度があり、連続する６月の期間内に

おいて取得することができます。介護休暇は、１日単位又は時間単位で取得することができ

ます。 

取 得 者 数 

平成２８年度 平成２７年度 

４人 ２人 

 

(5) 病気休暇の概要と取得状況 
   職員が負傷又は疾病のために勤務できない場合は、医師の診断書等に基づき、療養のため

に必要最少限度の期間、勤務することが免除されます。 

取 得 者 数 

平成２８年度 平成２７年度 

１８８人 ２０８人 

 

(6) 安全衛生管理体制の整備状況  
   事業場の規模及び業種によって、安全衛生管理者等を選任し、設置する必要があります。  

                                                  （各年４月１日現在） 

組 織 等 説     明 

平成２８年度 平成２７年度 

設置す

べき事

業場数 

うち設

置事業

場数 

設置す

べき事

業場数 

うち設

置事業

場数 

総括安全衛

生管理者 

安全衛生管理者及び衛生管理者の指揮

及び労働者の危険又は健康障害を防止す

るための措置等の事業場の安全衛生に関

する業務の統括管理を行う者 

１ １ １ １ 
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安全管理者 総括安全衛生管理者の指揮のもとに、職

場の設備や作業方法等に危険がある場合

における応急措置等、安全に係る技術的事

項を管理する者 

１ １ ２ ２ 

衛生管理者 総括安全衛生管理者の指揮のもとに、健

康に異常のある者の発見及び措置並びに

作業環境の衛生上の調査等衛生に係る技

術的事項を管理する者 

５ ５ ６ ６ 

産業医 健康診断及び面接指導を実施する等、労

働者の健康管理等にあたるとともに、事業

者又は総括安全衛生管理者を指導助言す

る等、専門家として活動する医師 

５ ５ ６ ６ 

衛生委員会 労働者の健康障害を防止するための基

本対策等で衛生に関する重要事項につい

て調査審議するため設置される委員会 

５ ５ ６ ６ 

安全委員会 労働者の危険を防止するための基本対

策等で安全に関する重要事項について調

査審議するため設置される委員会 

１ １ １ １ 

 

 

５ 職員の休業の状況 
(1) 職員の育児休業の概要と取得状況  

   職員が育児をするための休業制度として育児休業と部分休業があります。育児休業は１日

単位で、子が３歳に達するまでの期間、取得することができます。部分休業は時間単位で、

子が小学校に就学するまでの期間内において取得することができます。 

 

区 分 
取 得 者 数 

平成２８年度 平成２７年度 

育児休業 １２３人（３） １１９人（３） 

部分休業 ８８人（４） ７９人（３） 

（注）（ ）内は、男性の取得者数であり、内数です。 

 

 

６ 職員の分限及び懲戒処分の状況 
   職員は、身分を保障されていますが、一定の事由があれば、分限処分や懲戒処分により職を

失ったり、降任されたり、給料を減額されたりします。 

   分限処分とは、公務の能率の維持のために行う処分であり、傷病によりやむを得ず休職する
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場合も含みます。懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非行があった場合に公務員関係

の秩序を維持するために行う処分です。 

 
(1) 分限処分の状況                            

（単位：人） 

処 分 事 由 
平成２８年度 平成２７年度 

免職 降任 休職 免職 降任 休職 

勤務実績が良くない場合 － －  － －  

心身の故障の場合 － － １４ － － ２０ 

職に必要な適格性を欠く場合 － －  － －  

職制若しくは定数の改廃又は予算の減少に
より廃職又は過員を生じた場合 

－ －  － －  

刑事事件に関し起訴された場合   -   - 

計 － － １４ － － ２０ 

 

(2) 懲戒処分の状況 
                           （単位：人） 

 

処 分 事 由 

平成２８年度 平成２７年度 

免職 停職 減給 戒告 免職 停職 減給 戒告 

給 与

任 用

に 関

す る

不 正 

諸給与の不正領得 － － － － － － － － 

受験採用の際の虚偽行為 － － － － － － － － 

その他 － － － － － － － － 

一 般

服 務

違 反

等 関

係 

守秘義務違反 － － － － － － － － 

政治的行為違反 － － － － － － － － 

違法な職員組合活動 － － － － － － － － 

営利企業等従事制限違反 － － － － － － － － 

欠勤・遅刻・早退・勤務態
度の不良等 － － － － － １ － － 

公職選挙法違反 － － － － － － － － 
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休暇の不正利用・虚偽申請 － － － － － － － － 

職場内秩序びん乱 － － － － － － － － 

セクシャル・ハラスメント － － － － － － － － 

通常業務処理不適正 － － － － － － － － 

公金官物処理不適正 － － － － － － － － 

その他 － － － － － － － － 

公 務

外 非

行 関

係 

傷害・暴行の刑法違反 － － － － － － － － 

金銭・異性関係等の非行 － － － － － １ － － 

その他 － － － － － － － － 

収 賄

等 関

係 

収賄 － － － － － － － － 

横領 － － － － － － － － 

その他 － － － － － － － － 

交 通

事 故

交 通

法 規

違 反 

職務遂行中 － － － － － － － － 

職務遂行中以外 － － － － － － － － 

管理監督者責任 
－ － － － － － － － 

合計 
     ２   
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７ 職員の服務の状況 
 

(1) 服務に関する基本原則の概要 
基 本 原 則 概    要 

職務専念義務 職員は、全体の奉仕者として、勤務時間中全力で職務遂行し

なければなりません。 

信用失墜行為の禁止 職員は、職の信用を傷つけたり、職の全体の不名誉となる行

為をしたりしてはなりません。 

営利企業等の従事制限 営利企業等に従事することは制限されており、従事する場合

には、許可を受けなければなりません。 

争議行為等の禁止 職員は、争議行為等が禁止されています。 

守秘義務 職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません。 

政治的行為の制限 職員は、政党その他の政治的団体の結成等に関与する等の政

治的行為が禁止されています。 

 
(2) 営利企業等従事許可制度の概要と許可の状況 

   職員は、許可を受ければ営利企業等に従事することができます。 

（単位：件） 

許 可 し た 内 容 
許 可 件 数 

平成２８年度 平成２７年度 

講師 １３ １８ 

執筆活動 ０ ９ 

その他（検診医師、保護司、指導員等） １０７ １１３ 

計 １２０ １４０ 

 

 

８ 職員の退職管理の状況 
 

地方公務員法の改正（平成２８年４月１日施行）により、退職管理に関する事項が規定され、

退職後に営利企業等に再就職した元職員による現職職員への働きかけが禁止されました。本市で

は、「茅ヶ崎市職員の退職管理に関する規則」を制定し、再就職者による働きかけの規制及び罰

則について必要な事項を定めています。 

 

 

９ 職員の研修の状況 
 

(1) 平成２８年度職員研修の基本方針の概要 
   次に掲げる４項目を基本方針として職員研修を実施しました。 

ア 政策形成能力の向上 
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    地方分権が進展し、自治体独自の施策が求められる中、政策立案の考え方や手法等を学

ぶ必要があります。自治基本条例第１１条（職員の責務）や第１７条（政策法務等）に定

められているように、法を的確に解釈し、適正な手続きのもと、業務を行うための知識を

身に付け、自ら行動できる職員を養成するために、「政策形成能力」の一層の向上を図りま

す。 

イ 市民協働・市民参加に関する研修の充実 

    市民との研修について検討する中で、文教大学大学院国際協力学科との合同セミナーを

試行的に実施し、「市民参加」をテーマに、文教大学の研究成果を反映した理論的・実践的

な講座を実施しました。引き続き、合同セミナーを実施し、「市民参加」による茅ヶ崎のま

ちづくりに関する知識を深めるとともに、職員と学生との双方の気づきから、よりよいま

ちづくりへの取り組みを検討します。 

ウ 女性職員向け派遣研修の充実 

  女性活躍推進法が施行となり、地方自治体においても女性職員の採用、登用の拡大、ワ

ークライフバランスの推進に係る取組みが求められています。茅ヶ崎市においても、女性

管理職の割合を上げるため、管理職に必要な行政管理能力、また全国に広がる人的ネット

ワークを得ることができるよう、自治大学校や国際文化アカデミー等への派遣研修の充実

を図ります。 

エ 働きかたの見直しを推進するための研修 

    本市は、住民に最も近い基礎自治体として、地域の実情にあったより質の高い市民サー

ビスを提供するため、今後、保健所政令市への移行などを目指しています。このような大

きな環境変化に対応し、また、その他の行政課題に対応するためには職員の働き方を見直

す必要があります。各階層において「時間管理」や「業務改善」など働きかたの見直しを

するために必要な意識の醸成を図る研修を検討し、実施します。 

 

(2) あるべき職員の姿 
 平成２５年１月に策定した『茅ヶ崎市職員の人材育成基本方針（改訂版）』では、「あるべ

き職員の姿」として次の４項目を掲げています。 

ア 全体の奉仕者として、茅ヶ崎市を愛し、使命感と責任感を持った職員 

イ 行政経営の担い手として、専門性とコスト意識を持った職員 

ウ 社会情勢の変化に応じて、前例にとらわれず、現状及び将来を見据えた施策を自    

発的に考える職員 

エ 豊かな人間性を持ち、組織内でのチームワークを大切にしながら、市民と協働し、  

課題にチャレンジし続ける職員 

 

(3) 研修方針・体系の概要と実施状況 
   研修体系は、「一般研修」、「派遣研修」、「職場研修」及び「自己啓発」の４本を大きな柱と

して構成されています。 

ア 一般研修の実施状況 

平成２８年度は、全４８の研修講座を実施しました。詳細については、次に掲げる別表第

１及び別表第２のとおりです。 
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別表第１ 一般研修の実施状況（階層別研修）              （単位：人） 

 研 修 名 称 対   象 目        標 修了者 

階 

層 

別 

研 

修 

新採用職員 

（前期）研修 
新採用職員 

地方公務員としての自覚と意

識の確立を図るとともに、市

職員として必要な基礎的知識

を修得する。 

８４ 

新採用職員 

（民法）研修 
新採用職員 

法律学の中でも身近で入りや

すい民法に関する基礎的事項

を学ぶことにより、「法的なも

のの見方・考え方」を養い、

市職員としての法適用能力向

上を図る。 

６７ 

新採用職員 

（後期）研修 
新採用職員 

地方公務員としての自覚と意

識の確立を図るとともに、市

職員として必要な基礎的知識

を修得する。 

６９ 

新採用職員 

（年度末）研修 
新採用職員 

採用されてからの期間をふり

かえるとともに、自治体を取

り巻く現状と課題について認

識を新たにする。 

６６ 

主事職員研修 主事級職員 

「プレゼンテーション」、「タ

イムマネジメント」、「ファシ

リテーション」「法制執務」、

「財務事務」、「行政法の基礎

と行政争訟法」、「簿記」、「住

民対応（入門）」「法学概論」「統

計概論」、「アサーション（平

塚市広域合同）」「文教大学合

同セミナー」研修から１科目

選択。各研修講座は（後掲）

に概要を記載 

－ 

プレゼンテーション

研修 

本研修を必要と

する職員（主事

級職員選択必修

科目） 

プレゼンテーションの基礎か

ら実践までを実習を通じて体

系的に学び、説明能力の向上

を図る。 

１２ 

タイムマネジメント

研修 

本研修を必要と

する職員（主事

級職員選択必修

科目） 

時間管理における意識改革、

目標設定と達成の方法、仕事

の進め方、時間活用の方法、

人間関係の改善などを修得す

る。 

２９ 

ファシリテーション

研修 

本研修を必要と

す る 職 員 （ 主

任・主事職員選

択必修科目） 

職場内や住民協働などにおけ

る会議や話し合いを進める時

に、スムーズな会議運営をす

るための必要なスキルを、講

義、演習を通して修得する。 

３４ 
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法制執務研修 

本研修を必要と

す る 職 員 （ 主

任・主事職員選

択必修科目） 

条例・規則・要綱等を具体的

に参照しながら、条例等の制

定、改廃に関する基礎的事項

を学ぶことにより、実務にお

けるスキルアップを図るとと

もに、「法的なものの見方、考

え方」を養い、法適用能力の

向上を図る。 

３４ 

財務事務研修 

本研修を必要と

す る 職 員 （ 主

任・主事職員選

択必修科目） 

予算に関する基本的な考え

方、予算の分類 (一般会計と

特別会計)、予算の編成から成

立までの流れなど財務事務に

関する基本的な理解をする。 

２７ 

行政法の基礎及び行

政争訟法研修 

本研修を必要と

す る 職 員 （ 主

任・主事職員選

択必修科目） 

行政法についての基礎的知識

を修得するとともに、行政に

係る訴訟問題について、実例

を参照しながら理解を深める

ことを図る。 

２９ 

簿記研修 

本研修を必要と

す る 職 員 （ 主

任・主事職員選

択必修科目） 

複式簿記（日商簿記３級）の

基礎知識を修得するととも

に、講義・演習を通じて財務

諸表を読み解く力を養う。 

２５ 

住民対応（入門） 
（市町村研修センター） 

本研修を必要と

する職員（主事

級職員選択必修

科目） 

住民対応の重要性を認識する

とともに、苦情や要望などに

対する受け方、答え方、解決

の方法等、クレーム対処方法

を修得する。 

３ 

法学概論 
（市町村研修センター） 

本研修を必要と

する職員（主事

級職員選択必修

科目） 

職務遂行上必要な法律学を学

ぶとともに、事例を引用しな

がら「法的なものの見方（リ

ーガルセンス、リーガルマイ

ンド）」を修得する。 

３ 

統計概論研修 
（市町村研修センター） 

本研修を必要と

する職員（主事

級職員選択必修

科目） 

統計情報の読み取り方（デー

タリテラシー）を修得するこ

とにより、各種統計の活用能

力の向上を図る。 

２ 

アサーション（平塚市

広域合同）研修 

本研修を必要と

する職員（主事

級職員選択必修

科目） 

仕事をスムーズに進めるため

に必要不可欠な、コミュニケ

ーション能力を向上させる。 
２０ 
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文教大学合同セミナ

ー 

※別掲「文教大学合同

セミナー【特別研修】」

と同内容 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

地方分権社会の本格到来によ

り、地方自治体は更なる自主

自立の行政経営を進めること

が求められている現状のな

か、政策決定のプロセスにお

いて市民参加は不可欠となる

ため、文教大学の研究成果を

反映した理論的・実践的な講

座の受講により、職員の｢市民

参加によるまちづくり｣に関

する知識を深める。 

５６ 

主任職員研修 主任級職員 

「ファシリテーション」、「コ

ーチング」、「ワンペーパーで

プレゼンテーション」、「情報

収集・分析思考力」、「法制執

務」、「財務事務」、「行政法の

基礎と行政争訟法」、「簿記」、

「住民対応（一般）」、「地方自

治の現状と法」「フューチャー

セッション（２市１町広域合

同）」、「政策形成（寒川町広域

合同）」、研修から１科目選択。

各研修講座は（後掲）に概要

を記載。 

－ 

コーチング研修 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

自発的に行動する部下や後輩

などを育成するためのコミュ

ニケーションスキルとして、

コーチングの基本的な考え方

を学び、スキルの体得を図る。 

３９ 

ワンペーパーでプレ

ゼンテーション研修 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

１枚型説明資料作りのノウハ

ウを学ぶと同時に、それを関

係部局または地域住民に対

し、わかりやすく説明するた

めの手法を習得する。 

１３ 

情報収集・分析思考力

研修 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

「行政課題発見、分析、改善

のための情報収集・分析」の

技術を身に付け、自治体職員

として必要な「企画提案力、

分析力」を磨く。また、相手

に誤解がなく活用しやすい情

報のアウトプットを学び、日

常的に問題意識を持ち主体的

に業務を遂行する意識の醸成

を図る。 

２３ 

住民対応（一般） 
（市町村研修センター） 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

住民対応の重要性を認識する

とともに、苦情や要望などに

対する受け方、答え方、解決

の方法等、クレーム対処方法

を修得する。 

３ 
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地方自治の現状と法 
（市町村研修センター） 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

地方分権の動向、課題につい

て具体的事例を通して学ぶと

ともに、法の構造を知り、自

治体職員に必要な「行政法」

等を学ぶ際の基礎知識を修得

する。 

３ 

フューチャーセッシ

ョン（２市１町（藤沢

市・寒川町）広域合同）

研修 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

フューチャーセッションの手

法を学び、未来の広域連携に

おける自治体のまちづくり、

住民協働、政策形成などを考

えることにより、日常業務の

中での課題解決の考え方を変

革する。 

１４ 

政策形成（寒川町広域

合同）研修 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

一市一町で現実に抱えている

課題を取り上げ、課題を解決

するプロセスや問題のとらえ

方を養う。 

６ 

採用５年目職員研修 採用５年目職員 

入庁５年前後の節目の重要さ

に気付き、自分自身のキャリ

アを振り返り、今後の職員と

してのあるべき姿を再考する

ためのキャリアプランを作成

し、今後の行動変容につなげ

る。 

４１ 

副主査級職員 

（政策形成）研修 

副主査の職にあ

る職員 

地域の取り巻く環境の変化を

感知することの必要性を理解

するとともに、政策形成に不

可欠な能力である概念化能力

を高める。さらに、政策設計

者としての政策形成に必要不

可欠な知識、政策形成のプロ

セスとツールの使い方および

政策設計者として、新規事業

を創造し、提言する能力の習

得をする。 

３５ 

担当主査級職員 

（マネジメント）研修 
担当主査昇任者 

チームで成果を上げ、リーダ

ーもフォロワーも成長できる

職場作りを目指し、新任担当

主査職としてのマネジメント

方法、チーム理解と運営方法、

部下育成の視点について理解

と方法を習得する。 

３４ 
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課長補佐級職員 

（マネジメント）研修 

課長補佐にある

職員 

自治体マネジメントの理論を

体系的に理解するとともに、

課長補佐職としてのマネジメ

ント上の責務と役割を再認識

し、職場で実践できるマネジ

メントとその技術を学ぶ。更

に課長補佐職として必要な政

策形成能力・ＯＪＴ推進力・

コミュニケーション能力の強

化に向けての基礎能力の修得

を図る。 

３２ 

課長級職員 

（コーチング）研修 

課長級昇格、昇

任者 

真に自発的な職員を育成・支

援するための「チームコーチ

ング」の考え方とスキルを基

本から応用までをエクササイ

ズやグループ討議等を通じて

体得し、職場風土変革、人材

育成等の先頭に立てるリーダ

ーを養成する。 

１７ 

課長級職員Ⅱ 

（目標によるマネジ

メント）研修 

平成２７年度に

｢課長級職員研

修｣を受講した

職員 

マネジメントの全体像から、

管理者としての責務・役割を

再認識し、「目標によるマネジ

メント」の理論とその技術を

体系的に修得することによ

り、管理能力を高める。 

１４ 

課長級職員Ⅱ 

（目標によるマネジ

メント） 

（フォロー）研修 

平成２８年度に

｢課長級Ⅱ職員

研修講座｣を受

講した職員 

マネジメントの全体像から、

管理者としての責務・役割を

再認識し、「目標によるマネジ

メント」の理論とその技術を

体系的に修得することによ

り、管理能力を高める。 

１４ 

人事評価 

（新任評価者）研修 

平成２７年７月

以降に新たに人

事評価システム

の評価者となっ

た職員 

人事評価システムの実践にあ

たり、適正な評価と運用につ

いて事例をとおして学ぶ。 

５２ 

技能・労務職員 

（公務員倫理）研修 
技能・労務職員 

公務員倫理を学ぶことにより

行政職員の責務と求められる

行動とを認識するとともに、

住民対応（苦情や要望などに

対する受け答え等）の方法を

修得する。 

１７ 
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臨時・非常勤嘱託職員

職員（公務員倫理・接

遇）研修 

非常勤嘱託職員

及び臨時職員の

うち本研修を希

望する職員 

公務員倫理を学ぶことによ

り、行政職員の責務と求めら

れる行動とを認識するととも

に、住民対応（苦情や要望な

どに対する受け答え方等）の

方法を修得する。 

２９ 

任期付職員研修 

平成２７年９月

１日以降に採用

の育児休業代替

任期付職員 

地方公務員としての自覚と意

識の確立を図るとともに、市

職員として必要な基礎的知識

を修得する。 

１２ 

 

 

別表第２ 一般研修の実施状況（特別研修）               （単位：人） 

 研 修 名 称 対   象 目        的 修了者 

 

コンプライアンスとリ

スクマネジメント研修 
課長補佐級職員 

監督者の立場で業務上発生する

リスクへの対処方法や予防措置

について学ぶとともに法令遵守

について認識を新たにし、倫理

観の高い組織づくりを図る。 

２３ 

課題解決力育成研究 副主査級職員 

全庁的な制度について学ぶとと

もに、これからの組織リーダー

として必要な業務におけるヒ

ト・モノ・カネに対するマネジ

メント力の向上を図る。 

３４ 

再任用希望職員研修 

平成２９年度新

たに再任用職員

を予定している

職員のうち希望

する職員 

財務会計の事務執行に当たり、

事務処理に関する事項を再確認

することにより、財務会計事務

執行能力の向上を図る 

１２ 

接遇指導員研修 接遇指導員 

市職員の接遇能力向上の推進役

である接遇指導員が、実際の茅

ヶ崎市における接遇について現

状を把握し、その後の職場内（Ｏ

ＪＴ）研修において、職場全体

の接遇能力の向上を図る。 

７４ 

新採用職員職場指導員

研修 
職場指導員 

新採用職員の職場指導員が、自

らの役割を認識するとともに職

場での指導方法の修得を実践す

ることを通じて、新採用職員が

組織・職場に早く適応すること

を図る。 

５２ 
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ワンペーパーでプレゼ

ンテーション研修 

※別掲【主任級職員選

択研修】」と同内容 

本研修を希望す

る職員 

１枚型説明資料作りのノウハウ

を学ぶと同時に、それを関係部

局または地域住民に対し、わか

りやすく説明するための手法を

習得する。 

１３ 

情報収集・分析思考力

研修 

※別掲【主任級職員選

択研修】」と同内容 

本研修を必要と

する職員（主任

級職員選択必修

科目） 

「行政課題発見、分析、改善の

ための情報収集・分析」の技術

を身に付け、自治体職員として

必要な「企画提案力、分析力」

を磨く。また、相手に誤解がな

く活用しやすい情報のアウトプ

ットを学び、日常的に問題意識

を持ち主体的に業務を遂行する

意識の醸成を図る。 

２３ 

文教大学合同セミナー 

※別掲【主任級職員選

択研修】」と同内容 

本研修を希望す

る職員 

地方分権社会の本格到来によ

り、地方自治体は更なる自主自

立の行政経営を進めることが求

められている現状のなか、政策

決定のプロセスにおいて市民参

加は不可欠となるため、文教大

学の研究成果を反映した理論

的・実践的な講座の受講により、

職員の｢市民参加によるまちづ

くり｣に関する知識を深める。 

５６ 

平塚市合同セミナー 
本セミナーを希

望する職員 

スターバックス社からビジネス

コンセプトである「サードプレ

イス」の概念を学ぶと共に、居

心地のよい空間を作るための店

舗づくりや人材育成等の様々な

取組みを学ぶことで、市民サー

ビスの向上のヒントを得る。 

４４ 

契約・財務会計研修 

（新採用職員） 

平成２８年４月

１日付採用職員

等 

財務会計の事務執行に当たり、

契約手続き、財務会計の事務処

理及び行政文書の管理に関する

事項を確認することにより、契

約・財務会計・文書管理事務執

行能力の向上を図る。 

５２ 

契約・財務会計研修 

（人事異動対象者） 

平成２８年１０

月１日付人事異

動をした職員の

うち、本研修を

希望する職員 

人事異動に伴い、契約・財務会

計事務の経験の浅い職員が契約

事務及び財務会計事務の基礎的

事項を再確認することにより、

適正な事務執行能力の向上を図

る。 

１３ 
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契約・財務会計研修 

（担当者） 

主査、副主査、

主任及び主事級

職員のうち、本

研修を希望する

職員 

契約手続き及び財務会計の事務

処理に関する事項を確認するこ

とにより、契約・財務会計事務

執行能力の向上を図る。 

８５ 

契約・財務会計研修 

（管理・監督職） 

主幹～担当主査

級職員 

契約手続き、財務会計の事務処

理及び行政文書の管理に関する

事項を確認することにより、契

約・財務会計・文書管理事務執

行能力の向上を図る。 

４３ 

障害者の職場体験事業

に関する研修 

課長補佐級～主

任級職員、本研

修を希望する職

員 

就労支援活動として実施してい

る障害者の職場体験事業の効果

を高めるため、職員１人ひとり

の障害に対する理解を深める。 

７４ 

認知症サポーター養成

研修 

窓口を抱える課

かいの職員及び

その他課かいの

希望する職員 

市職員として認知症の病気を正

しく理解することにより、市民

サービスにその知識を活かすと

ともに、職員や家族について本

研修の知識を役立てる。 

７３ 

監督職職員向けメンタ

ルヘルス研修会 

平成２８年４月

以降に新たに担

当主査以上課長

補佐以下となっ

た職員、 

平成２７年度中

に本研修を受講

できなかった職

員 

ラインケアの必要性の理解を深

め、監督職に求められるメンタ

ルヘルス不調者への対処法を学

ぶ。 

４３ 

メンタルヘルス研修 

平成２８年度に

採用された職

員、平成２７年

度中に本研修を

受講できなかっ

た職員 

メンタルヘルスの基礎を学び、

ストレス自己診断尺度を用い

て、ストレス反応の傾向を知る。

日常的なメンタルヘルスケアの

方法について考える。 

８４ 

 

 

イ 派遣研修の実施状況                        （単位：人） 

派     遣     先 講 座 数 派遣人数 

自治大学校 ３ ３ 

国土交通大学校 ４ ４ 

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー） １３ １３ 

全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー） ５ ５ 
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財団法人神奈川県市町村振興協会市町村研修センター ４４ １３７ 

財団法人神奈川県都市整備技術センター １４ ４５ 

神奈川県県土整備局 ３ １４ 

早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメント部会 １ ３ 

民間企業等（ＮＰＯ法人）派遣 １ １ 

その他各種団体 １４ １４ 

   

ウ 職場研修の実施状況 

(ｱ) 職場研修支援 

   新採用職員職場指導員制度 

   接遇指導員制度 

(ｲ) 各職場での職場研修 

エ 自己啓発 

(ｱ) 国内行政視察 

他都市の行政制度等の実態を具体的に調査することで、職員の能力開発と行政水準の向上

を図ることを目的として、次のとおり実施しました。 

視 察 先 課 題 等 人数 

大阪府 

富田林市・河南町 

大東市・四条畷市 

箕面市・豊能町 

消防広域化の方式について 

（事務委託方式、一部事務組合方式） 
２ 

富山県富山市 景観計画改定作業と道の駅整備事業の参考にするため ３ 

 

 

(ｲ) 自主研究グループ  

職員が自主的にグループを結成し、勤務時間外に研究活動を行っています。      

グ ル ー プ 名 テ  ー  マ 人数 

れんが工房 
次世代を担う職員となるために必要な能力の

向上を図る。 
１８ 

ＰＭＰ＠ＣＦＤ 新たな消防技術の発展を行う。 ３９ 

チームＷ 

早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメ

ント部会で学んだ「立ち位置を変える」「価値

前提で考える」「一人称で捉え語る」ことを茅

ヶ崎市に浸透させるとともに、共感し行動する

仲間を増やす。 

９ 
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(ｳ) サークルミーティング  

日ごろ市長と接することが少ない職員を対象として、市長と直接意見交換を行う機会を設

け、より風通しの良い組織風土の醸成、若手職員の士気向上と組織の活性化を図るために実

施しています。 

テ  ー  マ 受講回数 参加人数 

｢あなたにとってのワークライフバランスとは｣ ４ ３１ 

 

 

 

１０ 職員の福祉及び利益の保護の状況 
 

(1) 共済組合の短期給付及び長期給付の概要 
   茅ヶ崎市の常勤職員は、神奈川県市町村職員共済組合に加入して、短期・長期給付を受け

ることができます（栄養士、教育施設業務員、学校給食調理員等一部の職員は公立学校共済

組合に加入しています。）。 

神奈川県市町村職員共済組合は、常時勤務する職員を組合員として組織される団体で、

職員からの掛金と地方公共団体からの負担金等により運営されています。 

 

ア 短期給付 

法定給付 

保健給付 病気、負傷等の場合に支払われる給付 

休業給付 育児休業等の場合に支払われる給付 

災害給付 災害等に支払われる給付 

法定外給付 附加給付 法定給付以外の給付 

   

イ 共済組合の長期給付（厚生年金相当部分及び職域年金相当部分） 

老齢・ 

退職給付 
老齢厚生年金 

原則として、組合員期間などが１０年以上で、かつ、

６５歳以上であるときに支給 

障害給付 

障害厚生年金 
在職中に初診日のある病気やケガにより、一定程度の

障害の状態になったときに支給 

障害手当金 
公務によらない病気やケガで退職した場合に軽度の

障害の状態にあるときに支給 

公務障害年金 
公務による病気やケガにより障害の状態になったと

きに支給 

遺族給付 
遺族厚生年金 在職中または退職後に死亡したときに支給 

公務遺族年金 公務による病気やケガにより死亡したときに支給 
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ウ 国民年金からの給付（基礎年金） 

老齢基礎年金 
保険料納付期間などが１０年以上ある人が６５歳になったときに

支給 

障害基礎年金 
初診日前に保険料納付済期間などが加入期間の３分の２以上ある

人が、障害等級１級または２級に該当する障害になったときに支給 

遺族基礎年金 

被保険者または老齢基礎年金受給権者が死亡したときで、その人に

扶養されていた１８歳の最初の３月３１日までの間の子がいるな

どのときに支給 

 

(2) 共済組合の福祉事業の概要 

     共済組合は、福祉事業として、職員（組合員）の健康保持・疾病予防事業等の保健・保養

及び教養に資する事業、宿泊事業、住宅貸付等の貸付事業、貯金事業、物資の斡旋
あっせん

事業等職

員の福祉のための事業を行っています。 

保健等事業 
人間ドック等の補助金、特定健康診査事業、委託保養所の利用

助成券の配布等 

貸付事業 普通貸付、住宅貸付、災害貸付、高額医療貸付、入学貸付等 

貯金事業 給料から控除による貯金 

物資の斡旋
あっせん

事業 自動車代金の立替払をし、割賦により職員から返済を受ける。 

 

(3) 公務災害補償の概要と実施状況 
   公務（通勤）において、災害が発生し、職員が傷病を受け、又は死亡した場合には、地方

公務員災害補償基金及び条例により一定の補償がなされます。   （単位：件） 

区   分 
平成２８年度 平成２７年度 

傷 病 死 亡 傷 病 死 亡 

通勤災害 
新規認定件数 ８ － ７ － 

補償件数 ８ － ７ － 

公務上の災害 
新規認定件数 ２１ － ３０ １ 

補償件数 ２１ － ３０ １ 

計 
新規認定件数 ２９ － ３７ １ 

補償件数 ２９ － ３７ １ 

 

(4) 職員の健康診断等の概要 
 労働安全衛生法に基づき、職員の定期健康診断を実施しています。健診結果配付時 

には保健師または非常勤嘱託職員の看護師による面談を行い、職員の健康管理を支援 

しています。 
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(5) メンタルヘルスへの対応状況 
ア 毎月 1 回、精神科医による産業医面談を実施し、休職中の職員の職務復帰を支援して

います。 

イ 臨床心理士によるカウンセリング窓口を開設し、職員の心の健康づくりを支援してい

ます。 

ウ 臨床心理士を講師としたメンタルヘルスケア研修を実施しています。 

エ 職員一人ひとりが自分の心の健康状態を知り、セルフケアができるよう、全職員を対

象として年 1回メンタルヘルスチェックを実施しています。 

オ ラインケアへの理解を深めるため、管理監督職への研修を実施しています。 

 

(6) セクシャルハラスメントへの対応状況 
職員の相談窓口を設置し、随時相談を受け付けています。相談を受けた場合は、必要に応

じて所属長等と連携して対応します。 

 

(7) その他職員福祉のための独自の制度の概要 
 市からの委託料を基に実施されている事業としては、以下の６つです。（平成２８年度

実績） 

ア 職員の健康管理のため人間ドック助成 

（利用人数 ７１１人 利用金額 ９，７９３，１７０円） 

  イ 職員の健康管理のため脳ドック助成 

（利用人数 １１６人 利用金額   ８９９，４４０円） 

  ウ 職員の健康管理のため婦人科検診助成 

（利用人数 ２４２人 利用金額   ４５０，８８４円） 

  エ 職員の健康管理のためインフルエンザ予防接種代金助成 

（利用人数 ８７４人 利用金額 １，３１１，０００円） 

オ 職員の元気回復のため保養施設利用への助成 

（利用人数 ７，９３６人 利用金額 ７，６６１，９５８円） 

カ 職員の元気回復のため湘南６市役所大会・囲碁将棋大会への参加及び各体育部・ 

文化部への活動助成（利用金額 １，９１４，９６５円） 

 

 

１１ 公平委員会の業務の状況（措置要求及び不服申立て） 
 

(1) 勤務条件に関する措置要求制度の概要と状況 

   職員は、給与等勤務条件に関して公平委員会に当局が適当な措置を講じるよう要求するこ

とができます。                       （単位：件） 

平成２８年度 

当初係属件数 

新規要求 

件  数 

処 理 件 数 平成２８年度

末係属件数 認 容 棄 却 却 下 取下げ 合 計 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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(2) 不利益処分に関する不服申立制度の概要と状況 
     職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分に関して公平委員会に不服の申立てを

することができます。                     （単位：件） 

平成２８

年度当初

係属件数 

新 規 

申立て 

件 数 

処 理 件 数 平成２８年

度末係属件

数 

処 分 

取消し 

処 分 

修 正 
棄 却 却 下 取下げ 合 計 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

  
        人事行政運営等の状況 

 
平成２９年(２０１７年)１１月発行 ３０部 

 
発 行：茅ヶ崎市 
編 集：総務部職員課人財育成担当 
所在地：２５３－８６８６ 

神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目１番１号 
電 話：０４６７－８２－１１１１（代表） 

内 線：２５１１～２５１３ 
F A X：０４６７－８７－８１１８（代表） 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/ 
e-mail ：shokuin@city.chigasaki.kanagawa.jp 

 


